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★東山荘講堂　★12：30点鐘
★コロナ禍　一服の清涼剤
　元小山町文化連盟常任理事
　秋田悦夫君

次　回
10月15日の
例　会

ROTARY OPENS
OPPORTUNITIES

週報御殿場
ロータリークラブ

国際ロータリー第2620地区
https://www.gotemba-rc.gr.jp/

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／消防団の歴史と今後
　　　　　　　前御殿場市消防団長
　　　　　　　大胡田明寿君

第2613回　例会プログラム

●会員誕生日／10月14日　豊山　篤君
●夫人誕生日／10月12日　林　　準君　ご夫人　美千代様
　　　　　　　10月13日　勝又敏雄君　ご夫人　美津代様
●皆　出　席／10月７日　小早川豊一君
　　　　　　　　　　　　（ロータリー歴29年）

会　員　慶　事

　平成７年１月17日に神戸地震が起きました。早
朝のニュースで映し出された映像、すなわち高速道
路の高架橋は落ち、橋脚が連続して倒れた映像は、
ウルトラマンの怪獣が暴れたように見えて現実とは
思えませんでした。
　神戸地震が起こるちょうど１年前、アメリカのカ
リフォルニアで大きな地震が起きました。この地震
で生じたコンクリート構造物の被害に対し、日本の
コンクリート技術者は「あの程度の地震では日本の
コンクリート構造物はびくともしません」と言って
いましたし、多くの土木技術者もアメリカの耐震基
準より日本の基準の方が厳しく見ているので同じよ
うに思っていました。しかし、神戸地震の発生は、
日本のコンクリート構造物の安全神話が崩れた瞬間
でした。
 　建設省（現 国土交通省）では、これを教訓とし
て平成７年７月に地震対策特別措置法に基づき道路
施設の耐震確保に向けた取り組みを始めました。
　これを受け、我々の付近の国道246号、同138号
線でも道路橋の耐震補強工事が始まり、色々の工法

で大方の工事は終わってきています。
　最初の頃は補強に厚い鉄板を巻く方法でしたが、
分厚い鉄板をコンクリートの柱にピッタリと加工し
て巻くのが大変で中々普及しませんでした。その後
にカーボンシートをギブスのように巻き建てる工法
ができまして、かなりの橋脚が施工されました。そ
の他の高い橋などは鉄筋コンクリートで補強されて
います。基礎のベース部分に穴を開けて直径50ミ
リくらいの太い鉄筋を差し込んで、コンクリートで
巻き立てています。
　その他に落橋防止工事として橋を支える顎の部分
を大きくしたり、ダンパーをつけたり、ワイヤー
ロープで橋が外れないようにと
色々の工法で補強されています。
重要な役割の路線についてはほぼ
終わっていますが、日本全体とし
てはまだまだこれからです。

臼 井 良 太

会 長 挨 拶

会長挨拶用
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10/1の出席報告

欠席者（０名）
※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。
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10/1のスマイル

司　会
長田　崇君

出席報告
長島和彦君

会員誕生日
林　則夫君

・ようやく例会に戻ってくることができました。
皆さんのご厚意に感謝すると共に、改めてよ
ろしくお願い致します。　梶原一正君
・この度は多額のご寄付をいただきありがとう
ございました。　若林洋平君

北駿地区における
コロナの現状

　皆さまこんにちは。まずは、先般の新型コロナ
拡大防止に対する御殿場市へのご寄付につきまし
て、心より御礼申し上げます。医療や福祉に係わ
る対策に確実に役立ててまいります。
　さて、コロナの現状についてですが、奇しくも
今日（10／1）から「Go to キャンペーン」に東
京都も加わることになりました。これまでを振り
返りますと、人の動きがあると感染者が少し増え、
その後、７月に県を跨いだ移動が認められてから、
感染者は増加傾向にありますが、ただ一方で、な
ぜ国がそのような施策を打ったかを考えるべきだ
と思います。それは、このままの状況では日本の
経済が厳しいからです。
　ところで、４月に御殿場市が行った、飲食店を
対象とした感染拡大防止のための施策がクローズ
アップされました。当時は、マスクや消毒液と
いった感染防止に役立つ物資が不足し、医療体制
も整っておらず、コロナについても謎が多い状態
でした。今あらためて、４-５月は何が大事であっ
たかを考えると、とにかく感染を拡大させないこ
と、クラスターを出さないことでした。だからこ
そ、それなりの補償をしなければならなかったわ
けです。ただ当時は、休業要請が補償とセットで
あるということと全国で先駆けてという部分のみ
がクローズアップされました。私の本意はそうで
なく、むしろ補償とセットは当たり前で、どう
やったら感染拡大を止められるか、その方法が休
業要請と補償であったということに注目していた
だきたかったと思っています。

　その後、６-７月になると人の移動も多くなり、
７月下旬には「Go to キャンペーン」も開始され
ました。ただ、こういった施策を打つと感染者数
の増加だけがメディアに取り沙汰されがちですが、
そうではなく、対策はその時の状況によって異
なって当然であり、今は４-５月の頃と状況も変わ
り、今後を見据えた取り組みも当然違ってくるわ
けです。
８月に御殿場市でも接待を伴う飲食店でクラス

ターが発生しました。ただ、店側の協力で早い段
階から店舗名が公表されたことで早期に濃厚接触
者が特定され、その後のクラスターを止めること
ができました。情報開示と早期対応は非常に重要
であると思います。
　ところで、今年はインフルエンザの流行がだい
ぶ抑えられています。これはコロナ対策によるも
のが大きいと思いますが、それでもやはり大事な
のは手洗いとマスク着用です。インフルエンザは
飛沫感染が多いですが、新型コロナは接触感染す
ることも分かっています。手洗いやアルコール消
毒は必ず行ってください。今後コロナの感染症の
分類は変わると思いますが病気自体は変わること
はなく、やはり既往歴のある方や高齢の方は十分
に気を付けていただきたいと思います。
　最後に、今回のような状況下において、今後経
済を動かすのは我々「地方」です。これまでも東
京一極集中の是正は叫ばれてきましたが、実際に
は中々前に進まず、今回のコロナ禍で問題は明白
になりました。ここをチャンスと思い、私は御殿
場市の強みである環境に特化したまちづくりのた
めに、環境省を御殿場に招致したいと考えます。
もちろんこれは簡単なことではありませんが、御
殿場市が先陣を切って、地方創生に向け積極的に
取り組んでいきたいと思っています。
　引き続き、皆様の御理解と御協力をよろしくお
願いします。

若 林 洋 平 君


